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Abstract

FromFebruary27toMarch5,2017,agroupofKanazawaUniversitysmdentstraveledtoThiwan

withtheauthorsofthisreport.AswasthecaseonthelastoccasioninMarch2016,thistripwas

primarilyaimedatgivingsmdentsanopportunitytolearnaboutworkingconditionsandexperiencesin

fbreigncountriesfiFomtheperspectiveofJapaneseworkersincompaniesandinstimtionsoperating

there・AIso,thistripwasintendedtogiveparticipantsanopportunitytosmdyThiwanesecultureand

societythroughvisitingmuseumsandacademicinstitutions.Altogethersevenstudentsjoinedthetrip.

Wevisitedonenon-governmentalorganization,threecompanies,andseveralmuseumsandacademic
instimtions,includingAcademiaSinicaandNationalThiwanNonnalUniversity.
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I.はじめに

金沢大学人間社会学域国際学類アジアコースの教

員である著者らは,2015年3月および翌16年の3月に，

国際学類の学生を引率して台湾における日系企業や

研究機関・大学等を訪問した（弁納・古泉，2015；

弁納・古泉,2017)')｡2016年度は前年度に引き続

き，金沢大学の全学的な取り組みとして,2017年2

月27日（月）から3月5日（日）にかけて，本学人間

社会学域国際学類・人文学類・法学類・経済学類の

計7名の学生を引率して台湾を訪問した（表1，2)。

この事業の主な目的は，まず台湾の日系企業で働

く方々から，海外での仕事や生活についての経験を

聞くことにより，海外で働くことの実態に触れるこ

と,次に現地の博物館や学術研究機関を訪問したり，

大学で学生と交流する機会を持ったりすることで，

台湾の社会や歴史について学ぶこと，の2点にある。

さらに，本学の学生を引率することで，訪問先の企

業に対して本学の認知度を上げることもまた，本事

'金沢大学人間社会研究域法学系〒920-1192石川県金沢市角間町(FacultyofLaw,InstituteofHumanandSocialSciences,
KanazawaUniversityKakuma-machi,Kanazawa,920-1192Japan)
2金沢大学人間社会研究域経済学経営学系〒920-1192石川県金沢市角間町(FacultyofEconomicsandManagement,
InstituteofHumanandSocialSciences,KanazawaUniversitylKakuma-machi,Kanazawa,920-ll92Japan)
*連絡著者(Authorfbrcorrespondence)
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表1行程や活動の概要

ヨ【】11『1＝『ヨrV制11【】【】I」IIlI1【】I『1ヨ【且IIVllI吟

日付
(2017年）

滞在地･移動経路 活動内容 宿泊先

2月27日
小松空港(BR157)

桃園空港

→

移動 ﾎﾃﾙYMCA台北

午前：国立台湾大学付属病院，台北二二八紀念館

2月28日 台北市 午後：「共生音楽節｣の会場見学，総統副総統文物館， ﾎﾃﾙYMCA台北

国父紀念館

3月1日 台北市
午前：中正紀念堂

午後：台北市日本工商会
ﾎﾃﾙYMCA台北

3月2日 台北市
午前：中央研究院

午後：台湾大学，台湾師範大学
ホテルYMCA台北

3月3日 台北市
午前:YKK台湾

午後：台湾SONY,日勝生加賀屋
ﾎﾃﾙYMCA台北

3月4日 台北市
午前：故宮博物院

午後：淡水（紅毛城など）
ﾎﾃﾙYMCA台北

3月5日
桃園空港(BR158)

小松空港

→

移動

表2参加者一覧

引【】I侍 】I【】。I【：I【】‐‐【烏11」【】峠

氏名 学類 学年 担当

大木紗英子 人文学類 1年
日本工商会との連絡･調整，国立台湾大学，台北二二八紀念館，紅毛城，
中央研究院の下調べ

村井佑衣 国際学類 1年
日勝生加賀屋との連絡･調整，台湾師範大学，国史館，士林官邸，温泉博
物館の下調べ

小林茉樹 国際学類 1年
YKK台湾との連絡･調整，国史館，士林官邸，温泉博物館の下調べ，台湾師
範大学留学中の張間美香との連絡･調整

志摩苑子 法学類 1年
日勝生加賀屋およびYKK台湾との連絡･調整，台湾師範大学，国史館，士林

官邸，温泉博物館の下調べ

半田千尋 経済学類 1年
日本工商会との連絡･調整国立台湾大学，台北二二八紀念館，紅毛城，

中央研究院の下調べ

松岡七海 経済学類 1年 台湾SONYとの連絡･調整故宮博物院，中正紀念堂，国父記念館の下調べ

吉澤芙美 経済学類 1年 台湾SONYとの連絡･調整，故宮博物院，中正紀念堂，国父記念館の下調べ

業の持つ役割の一つと言えるだろう。今回の研修で

は,昨年訪問できなかった台湾索尼股扮有限公司(台

湾SONY)や，新たに本学とのインターンシップ事

業が予定されている台湾華可貴股扮有限公司(YKK

台湾）を訪問し，従業員の方々と交流する機会を持

つことができた。

以下，前年度と同様に今回の研修の概要を記し，

今後の研修事業の参考に資することとしたい。

していたJTB台湾への訪問は断念した。

1）台北市日本工商会（中正襄陽路9号富邦城中大楼

7楼）

3月1日（火)14:00～15:50,台北市日本工商会（図

l)を訪問し，総幹事の前田吉徳氏のお話を拝聴させ

て頂いた。昨年同様に，まずは中国に関心を抱いた

きっかけから，商社マンとしての活動，さらに退職

後に台湾での仕事についた経緯を聞かせていただい

た。今回は2度目の訪問ということもあり，昨年より

も駐在していた各地での生活をより細かく話してく

ださった。前田氏の話は多岐に渡ったが，筆者には

Ⅱ、企業など

今回の渡航では，諸般の事情により前回まで訪問
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竹本哲也氏をはじめ,7名の従業員による出迎えを受

けた。まず,YKK台湾側から事業内容の紹介があっ

た。同社はファスニング事業（ファスナーの開発・

製造）およびAP(ガラス戸やドアなどの建材）事業

を中心として，グローバルに事業を展開している。

台湾における支社は1966年3月に設立されたが,建材

の事業を手がけるようになったのは1989年からとの

事である。台湾では，ファスニング事業では3箇所の

営業拠点と2箇所の製造拠点を,同じく建材事業では

3箇所の営業拠点と1箇所の製造拠点を，主に西側の

平野部に構えている。顧客には台湾の企業だけでな

く，同地に進出した欧米のアパレルメーカーなども

含まれており，こうした企業との取引には英語によ

るコミュニケーションが欠かせないとの事であった。

続いて竹本氏による進行に従い,2つのグループに

分かれてディスカッションを行った。今回のディス

カッションには，入社年度が1990年代後半以降の比

較的若い従業員の方々が,2つのグループに分かれて

参加して下さった。ご参加いただいた方々の経歴は

'幅広く，大学については文系・理系双方（国|際学部・

外国語学部・生活環境学部・工学部・経済学部）の

出身者が含まれていたほか，本学の卒業生もおり，

それぞれのグループで大変熱の入った議論が行われ

た。このグループディスカッションは後述する反省

会において，研修に参加した学生から，比較的年齢

の近い方々に台湾で働くことの実情を聞くことがで

きてよかった，との高い評価を受けた。続いてYKK

台湾の社屋内に設置されているショールームを見学

した後,同社の向かい側にあるホテルへ移動し,ディ

スカッションに参加して下さった方々と昼食をとり

ながら，午前中とは異なる雰囲気の中で歓談させて

ヨ
ー
医

、
心
匙

零

腱
図1日本工商会

Fig.1TheJapaneseChamberofCommerce&Industry
TBipei.

1982年からの最初の北京駐在時代の日常生活（当時

は18:00には必ず夕食をとりに外出した,20:30を過

ぎると街中は真っ暗だった，など）や，改革・開放

政策導入以降の中国の変化を「自分の体で」感じる

ことができた，というお話が印象に残った。

学生との質疑応答では，在学中には様々な知識を

積み上げてほしい，日本と世界の歴史をよく勉強し

てほしい，絶対に英語をよく学んでほしい（前田氏

は学生時代に会った高名なビジネスマンから，英語

は当然として，その他に1つ，さらに可能であればも

う1つ，自由に弁じ得る言語があると良い，と言われ

たそうである）というアドバイスを頂いた。また，

思い込みを持たずにビジネスの相手と接することの

重要性を強調されていた。中国をはじめ東アジア各

地に住む人々は,日本人と見た目が似ているために，

ビジネスを進めていく上で双方に誤った思い込みが

生まれ易いとのことである。この点は，東アジアを

対象として研究している我々の体験とも通じるもの

があり，興味深く感じた。以上のアドバイスは，本

研修に参加した学生の心にも深く響いたものと思わ

れる。

2）台湾華可貴股扮有限公司（台北市民権東路二段

40号8楼）

3月3日（金）10:00～12:00,台湾華可貴股扮有限

公司（以下YKK台湾と略）を訪問した（図2)。同社

では，総経理である神谷佳尚氏（台湾へ着任する前

に香港･澳門でも勤務した経験があるという)以下，

今回の訪問をアレンジしてくださった管理部経理の

図2台湾華可貴股扮有限公司(YKK台湾）

Fig.2YKK~iaiwanCo.Ltd.
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まず董事長兼総経理である大槻裕三氏から，新入

社員向けのスライドを用いて，同社の概要や大槻氏

の持つ仕事に対する考え方を披露していただいた。

大槻氏は大学の経済学部を卒業後,SONYへ入社し，

台湾以外では日本の本社をはじめ，香港・深＃II・ベ

トナムで勤務した経験がある。台湾SONYは現在360

名ほどの社員を擁しており，そのうち日本人は30名

程度である。会議は基本的に英語が多いものの，部

署によっては日本語あるいは日英両方の言語を用

いる場合もあるそうだ。大槻氏からは，自己の能力

を向上させるために，仕事の中に何か興味を持てる

ようにしてほしい，また仕事に際しては，相手とな

る人々と正面から取り組んで，信用を勝ち得てほし

い，とのアドバイスを頂いた。

質疑応答の後，大槻氏が退席してからは，引き続

き尾本氏と歓談した。尾本氏はSONY入社後，当初

は日本でセールスに携わっていたが，その後ベトナ

ム・イラン・ベトナムでマーケティングを担当し，

台湾SONYへ赴任したそうである。自身の豊富な海

外での経験に基づいて，海外へ赴任する者に求めら

れる役割や心得について語っていただいた。

尾本氏からいただいたお話は，仕事への臨み方に

関するものであったが，海外における生活一般や異

文化理解にも通じる内容であり，興味深いものだっ

た。とりわけ海外の駐在先において，日本人にしか

できない役割についてのご指摘からは，学ぶことが

多かった｡記念撮影の後,同社を15:45頃に辞去した。

いただいた。

2017年3月現在,YKK台湾と本学との間では’イ

ンターンシップの計画が進んでいるとの事である。

今回の訪問と同様に，こちらの計画も実り多いもの

となることを期待したい。

3）台湾索尼(SONY)股扮有限公司（台北市中山

区長春路145号5楼）

3月3日（金），上述したYKK台湾を辞去した後，

徒歩で台湾索尼股扮有限公司（以降，台湾SONYと

略）へ向かった。13:50に同社の入っているピルへ到

着すると，本学との連絡を担当していただいた公共

関係および策略規画部門協理の尾本慶氏が出迎えて

下さった（図3，4)。

図3台湾索尼股扮有限公司（台湾SONY)

Fig.3SonyTaiwanLimited.

4）日勝生加賀屋（台北氏北投区光明路236号）

3月3日(金),上述した台湾SONYを15:45頃に離れ，

北投にある日勝生加賀屋へと向かった。同社には当

初の予定であった16:30より15分ほど遅れて到着し

たが，入り口で董事である徳光重人氏から温かい歓

迎を受けた（図5)。

昨年同様，徳光氏に旅館内の各所を案内していた

だいた後，会議室において同氏と歓談させていただ

いた。徳光氏の話は，自身の経歴から加賀屋のビジ

ネス，金沢出身の土木技師である八田與一の台湾で

の業績さらには自身の人生哲学にまで及んだ。以

前訪問させていただいた時と同じように，徳光氏の

話は大変熱が籠っており，学生はいずれも熱心に拝

聴していた。さらに徳光氏からは，自身が出版に関

わった北國新聞出版局編『回想の八田與一』（北國新

両

＃I
識 『‘

4

認
■
、

図4台湾SONYの入り口に掲げられたプレート

Fig.4AplateexhibitedinfrontoftheSony
Taiwan'sofficewelcomingKanazawa
University'sstudents.
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Fig．5TheRadium-KagayalnternationalHotelCo･Ltd

図6中央研究院

Fig.6AcademiaSiniCa

間社,2016年）を頂戴した。

個人的には，中華系の旅行客に対して，日本の文

化を中国語で伝えることに，その使命と､ビジネス

チャンスを見出したという話と，目の前にあるチャ

ンスを照らす夢を持つことの大切さを強調されてい

たのが印象的だった。遅い時間だったので学生は疲

れていた筈だが，徳光氏との質疑応答は大変な盛り

上がりを見せ，予定の時間を大幅に超えて18:30頃に

同社を辞去した。

なお，昨年同様に日勝生加賀屋を訪問した折に，

北投にある温泉博物館や，近隣に位置する士林官邸

も訪問する予定だったが，時間が遅かったので今回

は断念した。

中国大陸の文書館ではまず起こり得ないことであり，

改めて台湾における研究・調査環境がいかに優れて

いるかを実感した。また学生諸君にとっても，我々

建研究者の日常の一部である史料調査の様子を垣間見

ることができた点で，教育効果もあったものと考え

る。

その後、学術交流センターへ移動し、地下1階の

書店にて書籍を購入した。

3）国立台湾大学

3月2日（木）の午後に訪問し（図7)，同大学の歴

史についての展示がある校史館（図8）とその横に設

置されている人類学博物館，および図書館を参観し

た。校史館では，中華民国期の中国で歴史学・言語

学において業績を上げ，のちに台湾大学の学長と

なった傅斯年を顕彰する展示があった。また昨年訪

問した際には，開館時間を過ぎていたために見学す

ることができなかった人類学博物館も，今年はゆっ

Ⅲ、大学・資料館など

1）総統副総統文物館

2月28日（火）の午後，国史館に併設されていた総

統畠ll総統文物館を参観した。昨年訪問した際からあ

まり大きな相違は見受けられなかったが，2016年5

月に民進党の察英文が総統へ就任したために，新し

く察氏と副総統の大きな写真が飾られていた。

ﾛ

2）中央研究院

3月2日（木）の午前中に訪問した（図6)。まずは

台湾史研究所を訪れ，桧案館閲覧室において資料の

閲覧などについての説明を聞いたほか、資料の検索

などを実際に体験した。今回の訪問に際して，我々

は研究所へ事前に何らアポイントを取っていなかっ

たが,橲案館のスタッフは丁寧に対応して下さった。

図7国立台湾大学

Fig7NationalTaiwanUniversity(NTU)
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図8国立台湾大学校史館

Fi98NTUHistoryGallery

くり見学することができた。一方，昨年訪問した折

に台湾の歴史をめぐる興味深い企画展を見ることが

できた大学図書館には，今年は何ら特別な展示物は

設置されていなかった。

なお,台湾大学で入手したパンフレットによれば，

同大学では上述の2つの博物館のほかに,地質標本館

物理文物庁,昆虫標本館,農業陳列館,植物標本館，

動物博物館，檎案館，医学人文博物館が設置されて

いるとのことである。

4）国立台湾師範大学

3月2日（木）の午後，台湾大学を離れてから同大

学周辺の書店を散策した後、徒歩で台湾師範大学へ

向かった。18:00に同大学の正門において，金沢大学

国際学類アジアコース3年生であり,現在師範大へ留

学中の張間美香と待ち合わせ、台湾大学や師範大学

から来た彼女の友人と交流会を開いた（図9)。交流

会の後は，昨年同様に19:00頃に東門近くの餃子店へ

図9国立台湾師範大学での交流会

Fig.9ExchangepartyheldinNational-｢aiwanNormal
Universityb

図10国立台湾師範大学の学生らとの夕食会．

Fi910DinnerpartywithstudentsofNationalTaiwan
NormalUniversity&c.

移動し、皆で夕食をとった（図10)。

交流会へ出席して下さった師範大の学生諸君は，

みないずれも聡明あり，日本語も上手な方が多かっ

た。また，日本語か中国語の会話に詰まった際に時

折用いた英語も流暢であり，改めて同大学の学生の

レベルが高いことを実感した次第である。また張間

との会話からは，こうした学生に囲まれた留学生活

が非常に刺激的であり，十分に満喫している様子が

言葉の端々から感じられた。ちなみに彼女のルーム

メイトはいずれも西洋人であり，寮における日常生

活では中国語に加えて英語もしばしば用いていると

の事である。なお張間には，師範大学の翌日に訪問

したYKK台湾・台湾SONY･日勝生加賀屋にも同行

してもらった。

Ⅳ、その他

1）台北二二八紀念館

台湾で1946年に発生した二・二八事件の70周年に

あたる2月28日（火）の午前中に，二二八紀念公園を

参観した（図11)。この日には公園の中心部にあるモ

ニュメントの前で，同事件を記念するための式典の

準備が進められていた（図12,13)。台北二二八紀念

館は10:00開館とのことだったので、まずは公園の周

辺にある国立台湾大学附属病院の建物を見学し、総

督府を正面から眺めてから、改めて紀念館の前に

戻った。紀念館の前では「二二八音楽季」という音

楽祭が開かれており，この日は震憾管楽団というブ

ラスバンドが，台湾でもかつて人気のあった日本の

ポピュラー音楽（ピンクレデイー・森進一・山口百

－82－



図14震憾管楽団による演奏

Fig.14PerformanceoftheShockConcertBand

図11台北二二八紀念館

Fig．11-｢aipei228MemorialMuseum

恵など）や，テレサ・テンの楽曲を演奏していた（図

14)｡10:30頃まで演奏を聴いた後、1時間ほど紀念館

を参観した。

この博物館は毎年学生を引率して参観しているが，

二．二八事件の70周年ということもあり，館内はか

つて見たことがないほど混雑していた。この日は無

料で入館できたこともまた，入場者が多かった理由

の一つであろう。参観者の中には日本語を話すこと

のできる方も多かったようで，ある学生は館内のあ

ちらこちらで，日本語で声をかけられたそうである。

’’1

2）共生音楽節

2月28日の午後,総督府の前の通りを遮って設置さ

れていた「共生音楽節」の会場を見学した（図15)。

ここには二・二八事件をはじめとする、台湾の民主

化の経緯を示す展示や，民主化運動の担い手である

政党･NGOなどのブースが設けられていた。筆者ら

はここで|卯文成基金会という団体が販売していた

図12二二八紀念公園のモニュメント

Fig．12Monumentinthe228PeaceMemorialPark
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図13記念式典の準備についての通告

Fig.13Noticeofthecommemorationceremony's
preparation.

図15共生音楽節

Fig．15GongshengMusIcFestival
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図16独立ビール

Fig.161ndependentBeer

「独立ビール(150台湾元)｣を購入したほか(図l6),

228というロゴが入ったクッキーをいただいた。

3）国父紀念館

2月28日（火）の午後に訪問した（図17)。この日

は二・二八事件の70周年にあたる日だったことから，

同事件に関与した蒋介石を顕彰する中正紀念堂は閉

館していた。しかし，蒋同様に国民党の立役者であ

る孫文の功績を記念する国父紀念館は，通常どおり

開館していた。ざっと見た限り，中国大陸からの観

光客は昨年ほど多くはなかったように感じられた。

図17国父紀念館．

Fig.17．NationalDr.SunYat-senMemorialHall

4）中正紀念堂

3月1日（水）の午前中に参観した（図l8)。上述し

たとおり，前日の2月28日は閉館していたが，敷地内

で騒動が発生したと報じられていた。国父紀念館と

同様に，昨年と比較して中国大陸からの観光客が大

幅に減った印象を受けた。その反面，韓国からの観

一一一

－W？．，

図18中正紀念堂

Fi918NationalChiangKai-shekMemorialHall

光客が比較的目立った。また，親中政策を採る国民

党の馬英九が政権を担当していた昨年の来訪時には，

1階に抗日戦争を紹介する展示があったが,今年はそ

のようなものは見当たらず，代わりに中正紀念堂を

描いた絵が陳列されていた。いずれも，昨年5月に民

進党の察英文が総統へ就任したことの影響であろう

か。

5）故宮博物院

3月4日（士）の午前中に参観した（図19)。同館

では，国際学生証を提示した学生には入館料の割引

を行っていたが，今年研修に参加した学生はみな

持っておらず，正規の金額を支払わざるを得なかっ

た。参観中，筆者の近くを歩いていたガイドの話に

よれば，著名な「東披肉（豚肉の角煮)」を形取った

石は，現在は台湾の南方に新しく建設された故宮博

物院の分館に展示されているとのことである。

土曜日だったこともあり，非常に多くの旅行客で

図19故宮博物院

Figl9NationalPalaceMuseum
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賑わっていたが，中正紀念堂や国父紀念館と同じよ

うに，中国大陸からの観光客は昨年よりも明らかに

少なかった。

ルの参観料を支払わねばならなかった。

織
一
塾
畷
函
零
趣
〆
“
…
画
摩
弥
挿
烈
肘
醒
画
殴
瞬
、
姻
坐
壁
画
割

6）紅毛城・淡水近郊

3月4日（土）の1l:00過ぎに故宮博物院を出て、淡

水に移動した。淡水駅から徒歩で同地の旧跡（福佑

宮（図20）・淡水礼拝堂（図21）・淡水街長旧宅（図

22）・真理大学オックスフォード・カレッジ・旧淡水

海関事務所）などを回った後、紅毛城（旧イギリス

領事館）を参観した（図23,24)。媚祖を祀っている

福佑宮では，そこを訪れていた老人から日本語で中

国式の占いの方法を教えていただき，みなでクジを

引いて一喜一憂した（図25)。また，昨年来訪した際

には，旧淡水海関事務所と紅毛城は無料で見学する

ことができたが、今回は両方の施設で合計80台湾ド

！
図'2淡水街長旧宅

Fig.22FormerResidenceof~iamsuimwnshipHead

童4A

図23紅毛城での集合写真

Fig.23GroupphotointheFortSanDomingo

図20福佑宮

Fig.20FuYOu~Iemple
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図24紅毛城

Fig．24FortSanDomingo

図21淡水礼拝堂

Fig.21-｢amsuiPresbyterianChurch
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図25福佑宮で奏銭を入れる

Fig250fferingcoinsattheFuYbuTemple

Vおわりに

以上が今回の研修の概要である。最後に，帰国前

日の3月4日（土）の夜にホテルで反省会を開いた折

に，学生諸君から聞くことができた意見を紹介した

い。

今回の研修に参加した学生は，おしなべてその内

容を評価していた。例えば，ある学生は，海外での

勤務には興味を抱いていたが，いきなりインターン

シップに参加するのはいささか荷が重いと感じてい

たという。そのため，今回の研修は海外での勤務を

実際に見学できる最初の機会として，丁度良かった

とのことであった。また，学生とほぼ同世代の若い

方々と直接話をすることができたYKK台湾での経

験は,非常にポジティブな印象を残したようである。

とりわけ同社の方々から，「当初は海外で働くつも

りはなかったが，実際に働いてみると大変面白かっ

た」といった，日本国外で働くことの積極的な意義

を直接学ぶことができた点が，こうした評価に繋

がっていると言えよう。また，海外で働く方々と直

接お会いすることで，海外で働くことについての印

象が随分変わった,という感想を述べた学生もいた。

さらに，ある学生は今回の研修でお会いした全ての

方,々に，外国の方と仕事をする際に心がけているこ

とを質問し，熱心にメモをとっていた。こうした学

生側の積極的な姿勢もまた，訪問先の企業に良い印

象を与えたものと信じたい。

一方，企業訪問の合間を縫って訪問した博物館の

印象や，台湾師範大学の学生との交流を高く評価す

る学生もいた。例えば，ある学生は台湾師範大学の

学生が日本の文学作品について豊富な知識を持って

いることに驚き，自分も勉強しなければならないと

感じたという。このように，自身が必ずしも自国の

ことをよく知っている訳ではないと身をもって感じ

たこともまた，これからの勉学によい影響を与える

であろう。

また，今回の研修に参加することを通じて，海外

で働くことに積極的な本学の学生と知り合うことが

できてよかった，という感想を述べた学生がいたこ

とも特記したい。近年，企業や大学のグローバル化

はますます進展しているが，こうした流れに敏感で

海外での勤務を志向する学生が，各学類内で同じよ

うな考えを抱いている学生と巡り会えるとは，必ず

しも限らない。こうした学生にとって，本事業があ

る種の架け橋となったことは，引率した教員にとっ

ては思わぬ僥倖だった。

謝辞：最後に，今回の研修でお世話になった各企

業の担当者の方々，本研修に対して助成金を交付し

ていただいた金沢大学国際機構,さらに教員2名に対

して引率に必要となる経費を学生教育経費から支給

していただいた加藤和夫学類長をはじめとする国際

学類のスタッフの方々に，心からお礼を申し上げた

い。

注

!）なお，この事業に先行して実施された，中国の華東地域

や東南アジア･台湾における日系企業の訪問については，

弁納（2009)，弁納(2012),弁納・古泉(2014),弁納・

古泉(2015),弁納・古泉(2017),弁納・周(2010)を

参照されたい．
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